
新世代塗布型電子デバイス技術研究組合（略称：ECOW）の概要 
• 設立年月日：平成２４年１月２４日 
• 理事長：松下 聖志郎（黒金化成（株）特別顧問） 
• 組合員：（5企業１国立研究開発法人１大学１学校法人１自治体）※各法

人の数を記載 

• 秋田県、黒金化成（株）、学校法人甲南学園、（株）コアコンセプト・テクノ
ロジー、(株）T&K TOKA、東レエンジニアリング(株）、FLOX(株)、国立大学
法人埼玉大学、国立研究開発法人理化学研究所 

• 事業費：平成２8年度２６２万円 
• 事業の概要：塗布型電子デバイスの研究開発。 
○組合設立の目的 
 塗布型電子デバイスに関する試験研究を行うこと。 
 
○実用化の方向性 
 車載用有機ELを初めとした有機電子デバイス、その製
造装置や制御ソフトウェアおよび各種有機半導体イン
ク、またそれらに最適な低分子/高分子材料が製品化
されていく。 

   
○事業化の目途の時期 
 個別の関連製品は2017年ぐらいから市場に出始め 
  2018年以降からスピンオフした企業が生まれる予定。 
  



(1)材料部会 
世話人：田島右副 
＜理化学研究所＞ 

 ①材料合成 
  黒金化成㈱ 
 ②ナノ粒子合成 
  FLOX㈱ 
 ③インク開発       
  ㈱T&K TOKA 

(2)装置部会 
世話人：森英季 

＜秋田県産業技術ｾﾝﾀｰ＞ 
 

  ①静電噴霧装置 
   東レｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸ㈱ 
  ②制御ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ 
   ㈱ｺｱｺﾝｾﾌﾟﾄ・ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ 

(3)素子部会 
世話人：青山哲也 
＜理化学研究所＞ 
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技術委員会（委員長 青山哲也） 

 
          コロイド成膜基盤技術：理化学研究所、甲南大学 
          スプレー成膜基盤技術：秋田県産業技術センター、埼玉大学 

連携 

新世代塗布型電子デバイス技術研究組合（理事長 松下聖志郎）  
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